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美内 照男氏

●次期会長に美内照男氏（現会長）
　今回の会長選出は第66回代議員会で了承された通り、本号掲載の新「役
員選出規約」に則り行われました。会長候補者は、代議員会構成員の中か
ら立候補および推薦により選ばれ、幹事会で選出されます。次期会長選
出は平成23年1月8日幹事会において行われ、美内現会長が選出されました。

●次期副会長4名選出
　副会長は代議員構成員の中から次期会長が候補者を選び、幹事会で選
出されます。次期副会長選出は平成23年2月19日臨時幹事会において行

われ、美内次期会長推薦の以下の4名が選出されました。小泉広美、田中
善昭、皿屋匡宏、福井義員の各氏です。

●幹事・会計監事選出
幹事（30名以内）の選出は会長が告示して、代議員会構成員より立候補

者および推薦候補者（賛同者3名以上）を受け付け、定める基準により代議
員会で選出されます。
会計監事（4名）は平成23年2月19日開催の臨時幹事会にて選出されま

した。

次 期 会 長 次 期 副 会 長

（S44 機械）
てるてる商事代表者

任期満了に伴う次期役員選出が会則に則り行われています。

小泉 広美氏
（S44機械）
北陸設備工業（株）
工事部長

田中 善昭氏
（S45経営）
信和商事（株）　
営業業務部部長
兼南港営業所所長

皿屋 匡宏氏
（S49経営）
大阪産業大学　
入試センター
大学案内担当次長

福井 義員氏
（S52土木）
大阪産業大学　
工学部講師

●代議員選出について
　代議員（120名以内）の選出は、会長が告示して会員より立候
補者および推薦候補者を受け付け、以下に定める基準により新幹
事会で選出されます。次期代議員の選出は平成23年1月8日第8
回幹事会において告示され、4月11日締切、平成23年4月23
日開催の新幹事会で選出されます。＜大阪産業大学校友会会則・
第18条（代議員の選出）より＞

第18条（代議員の選出）
　　代議員の選出は、会長が告示して正会員より立候補者及び推薦候補
　者を書面にて受け付け、次の各号に定める基準により、幹事会で行う。
　　(1) 代議員の区分は、卒業年度選出及び地域選出とし、その人数配分
　　　については、片寄りのないように努めなければならない。
　　(2) 地域選出の代議員は、原則として１都道府県につき1名とする。　
　　ただし、会員数の多い都道府県にあっては、複数名とすることが　
　　できる。
　　(3) 立候補者及び推薦候補者は、３名以上の会員の賛同者を必要とする。
　　(4) 任期を満了する者は、その任期中の代議員会への出席状況などに
　　　より、候補者となることができる。
　２．前項の定めにかかわらず、支部長を複数年務めた後に、本部活動
　　に貢献したいと希望する者は支部役員の推薦により校友会代議員候
　　補者推薦状による申し出を行い、幹事会で承認した後に退任した日
　　をもって代議員として就任できるものとする。ただし、この場合の
　　支部長は、職域支部の支部長を除くものとする。
　３．第２項の任期を終了した後は、第１項の定めにより取り扱うもの
　　とする。

代議員立候補（予定）者（または推薦者）

校友会事務室に連絡

必要書類送付（3名以上の推薦状など）

校友会事務室に提出（4月11日まで）

幹事会にて審議・選出（4月23日）

●相談役・顧問・参与について
　相談役・顧問・参与は、会長が4月の幹事会の承認を得て委嘱
します。

お問い合わせ：0120-84-3040　校友会事務室

新代議員候補者募集中

次期会長・副会長
選出される
次期会長・副会長
選出される



　平成22年10月30日(土)午後3時より、大阪産業大学中央キャンパ

ス１６号館６階大教室において第66回代議員会が開催されました。

出席者108名、委任状37名、欠席者8名でした。

　司会進行は勝信義幹事（S56交機）。校歌斉唱ののち会長挨拶があり、

鹿児島県の集中豪雨による災害、宮崎県では口蹄疫問題で支部総会

が開催できなかったことに触れ、一日も早い復興を祈念していると

述べられました。引き続き前回代議員会後に交代された新支部長、

新たに選出された新代議員が紹介されました。（右下別表）

　続いて本山美彦学長より、新聞等で報道された学園の資産運用問

題や経営学部アパレル産業コースに関するトラブルなど難しい問題

が出ているが、私どもとしては、校友会の皆さんが安心していただ

けるように必ず解決をしていく所存であり、皆さま方のご協力をお

願いしたいと挨拶がなされました。

　議事に先立って、以前より検討されていた校友会運営見直しの中

で発足したＩＴ部より「新ホームページ」について説明が行われまし

た。森本勉幹事（S48経営）による概要説明ののち、校友会員でもあ

る㈱ドアズの古市征志氏（H12経済）より詳細な説明がなされました。

新ホームページについては別ページにて紹介します。（21ページ参照）

　議事に入り、議長に神馬克之幹事（S47短自）、副議長に山田卓雄

兵庫県東支部長（S38交短運）が選出されました。

議題は、
　(1) 平成21年度事業報告活動報告（加門副会長・事務局長）
  (2) 平成21年度会計報告（福井副会長・会計長）
　(3) 平成21年度会計監査報告（金住会計監事）

議長より、決算関連(2)、(3)の説明と報告の内容について質疑を求め

られたが特になく、拍手で了承されました。小休止ののち、事前に

提出された議案に関する質問について、加門事務局長より詳細な回

答がなされました。

　(4) 校友会会則、役員選出規約、会費規約の改正について（有田鋼司幹事・S49経営・
　　会則改正委員会委員長）

意見交換の後、校友会会則等の改正原案について一括採決をするこ

ととなり賛成53名、反対17名で承認されました。なお、加門事務局

長より、次期役員、代議員の選出については新校友会会則、役員選

出規程を、遡及適用をして選出したい旨の提案が拍手で承認され、

午後7時30分に代議員会が終了しました。

第66回代議員会報告

　第66回代議員会に先立ち、午後1時より同会場で開催されました。

支部長懇談会は、規約改正により平成23年度4月より従来の「支部

長会」が「支部長懇談会」に名称変更されるもので、前回より新規約

に則り開催されています。懇談会推薦により、赤田護兵庫県南支部

長（S45機械Ⅱ）が進行役を務め、意見が交換されました。

　はじめに、ＩＴ部森本幹事より校友会ホームページのリニューアル

に伴い、支部ホームページの管理と支部活動報告などに役立てるよ

う協力がお願いされると共に、連絡通信費の節減などに効果がある

ことなどが報告されました。続いて前回支部長会の確認事項であっ

た、代議員と支部長の兼任問題、懇談会開催時期について話し合わ

れましたが議論は継続となりました。最後に各支部の現状と活動に

ついて報告があり、午後2時30分に閉会しました。

支部長懇談会報告

　　　　新代議員　1 名
芦田　正之（S40 交短機、S43 経営）

　　　　新支部長　3 名
岡山県支部　　堀野　宏樹（S56 経営）
大阪泉州支部　林田　慶弘（S49 経営）
台湾校友会　　魏　　敏智（H7 経営）

大阪産業大学校友会会報 「凡友」80号



　平成23年2月19日（土）午後2時30分より、兵庫県篠山市の「ユ

ニトピアささやま」において第67回代議員会が開催されました。

　司会進行は勝信義幹事（S56交機）。物故者追悼、校歌斉唱ののち、

議長に吉岡正昭幹事（S56経営）、副議長に堀野宏樹岡山県支部長

（S56経営）が選出されました。代議員構成員152名、代議員会成

立定足数102名で現在の出席者96名、委任状42名、合計138名で

開催要件を満たしていると報告され議事に入りました。

報告事項

(1)  活動報告（凡友79号、80号に掲載）は、承認されました。

(2)  次期代議員の募集（選出）については、梅原一男（S43機械Ⅱ）

　　次期役員選出管理委員会委員長より募集に関する説明がなされ

　　ました。議事の中で、選考基準を明確にすることや選考議事の

　　議事録への記載などが要望として出されました。（代議員につい

　　ては、P2「新代議員募集中」の記事参照）　

(3)  第68回代議員会の開催スケジュール（予告）　

      今回の第67回代議員会は旧会則による最後の開催です。次回

　　代議員会の開催は、新会則（平成23年4月1日施行）で年1回開

　　催に改められ、 平成23年5月28日（土）、大阪産業大学16号館

　　にて開催の予定です。

審議事項

(1)  次期役員（会長、副会長、幹事、会計幹事）の選出については、  

　　梅原次期役員選出管理委員会委員長より、選出の経緯と臨時

　　幹事会（平成23年2月19日代議員会前に開催）における選出

　　結果が報告され、 承認されました。

(2)  平成23年度予算（案）については、福井会計長より概要と各

　　部門の説明があり、質疑応答ののち承認されました。

      代議員会は午後4時40分に終了しました。

支部長懇談会報告
　第67回代議員会の翌日、午前9時から同会場にて開催されま

　した。伊藤茂男兵庫県西支部長（S47機械）が進行役を務め、

　支部運営に関する活発な意見交換が行われました。

第67回代議員会報告

会　　長　　美　内　照　男　（S44 機械）

副 会 長  　小　泉　広　美　（S44 機械）

副 会 長　　田　中　善　昭　（S45 経営）

副 会 長 　　皿　屋　匡　宏　（S49 経営）

副 会 長 　　福　井　義　員　（S52 土木）

幹　　事　　木　村　　　寛　（S41 交短自Ⅱ）

幹　　事　　梅　木　俊　郎　（S43 短自）

幹　　事　　梅　原　一　男　（S43 機械Ⅱ）

幹　　事　　石　田　秀　雄　（S44 短自）

幹　　事　　荒　木　一　雄　（S45 交機）

幹　　事　　能　智　正　雄　（S46 経営）

幹　　事　　柴　原　延　行　（S46 土木）

幹　　事　　神　馬　克　之　（S47 短自）

幹　　事　　森　本　　　勉　（S48 経営）

幹　　事　　鳥見本　　　剛　（S48 交機）

幹　　事　　有　田　鋼　司　（S49 経営）

幹　　事　　入　澤　　　毅　（S50 機械）

幹　　事　　宮　井　義　裕　（S51 交機）

幹　　事　　高　見　新　一　（S51 土木）

幹　　事　　宮　本　芳　文　（S52 交機）

幹　　事　　弓　場　修　治　（S55 経営）

幹　　事　　坂　本　達　彦　（S55 機械）

幹　　事　　今　村　彰　隆　（S55 交機）

幹　　事　　中　井　貴　朗　（S56 経営）

幹　　事　　吉　岡　政　昭　（S56 経営）

幹　　事　　柴　橋　信　行　（S56 機械）

幹　　事　　勝　　　信　義　（S56 交機）

幹　　事　　奥　田　淳　一　（S57 経営）

幹　　事　　吉　田　秀　雄　（S58 経営）

幹　　事　　宇　崎　敏　明　（S60 土木）

幹　　事　　梅　田　信　一　（S60 短自）

幹　　事　　坂　口　英　行　（S63 経営）

会計監事　　田　村　満喜雄　（S37 交短自）

会計監事　　金　住　順　二　（S45 機械Ⅱ）

会計監事　　加　門　和　彦　（S50 経営）

会計監事　　中　澤　嘉　雄　（H12 院経済）

大阪産業大学校友会　次期役員

　代議員会終了後、「大学の現状と将

来」と題して、学長の本山美彦先生よ

りご講演をいただきました。

　また、キャリアセンターの岡本信幸

次長からは、大学の就職状況の説明と

求人のお願いがありました。



平成23年度 予算

大阪産業大学校友会会報 「凡友」80号

1.　基本方針
　少子化により、大学間の受験者獲得競争が一段と激化するなか、本学にお

いては比較的順調に入学者を確保できている状況にある。一方、入学定員超

過率が厳しく制限されるようになり、入学者数が従来のように多くを見込め

ない状況下でもある。

　本会の収入源は、入学者から納付される校友会費であるので、必然的に収

入減となることは明白であり、また、今後、大学間競争を有利に進めるためには、

入学時納入金の納入方法の見直しにより、委託徴収が近い将来には変更され

る可能性も一方で懸念される。本会が将来も存続できる組織であるためには、

引き続き事業の見直しや緊縮した財政で将来に備える必要がある。

　以上の状況の下、各部門の予算案策定に当たっては、基本的には緊縮財政

を念頭にして、従来の事業を継続するための予算編成を行った。

2.　各部門の予算について
　1) 本部事務局（予算額：99,218千円）
　　平成23年度の一般会計予算の総額を99,218千円とした。今回、新たに

　IT部が事務局組織に加わったため予算化を行っている。特別会計への繰り

　入れは、昨年度と同様に予算化し30,000千円に増額した。これは、①会則

　改正に伴って代議員会が会計年度中に一度の開催となるため運営部予算で

　約10,000千円の予算が削減されたこと、②平成22年度より支部推進部の支

　部助成規程改訂に伴う予算減もあり、昨年度に比べて10,000千円増額した。

　2）総務部（予算額：13,649千円）
　　平成21年度の決算額9,627千円に対して平成22年度予算額は13,880

　千円であり、平成22年度内の執行見込み額は9,287千円と予想される。こ

　れら予算と決算額の推移を考慮して、平成23年度予算を13,649千円(前年

　比－1.7％)とした。

　　科目別では、新幹事会の発足に関連した会議費（幹事会、委員会）、旅費

　交通費を増額した。備品費では校友会ホームページに動画を掲載するため、

　デジタルビデオカメラの購入費を計上した。人件費は、平成22年度よりパー

　ト1名の方が大学予算で校友会事務室に勤務をしているため、アルバイト料

　を従来の約半額で計上した。なお、校友会ＩＴ化を促進するために、ＩＴ専

　門のアルバイト1名を4月から雇用する予定である。他の科目については予

　算執行実績を参考にして減額した。

　3) 運営部（予算額：12,510千円）
　　会則改正により代議員会は年１回の開催となり、5月末に大学で開催する

　ため宿泊も伴わない。また秋期に開催されてきた懇親パーティについては、

　記念行事として5年もしくは10年ごとにホテルでの開催を計画するが、そ

　れ以外の年は大学で開催されるホームカミングデーの中で大学と共催で小

　規模な懇親会を開催する予定である。これらの削減により平成22年度予算

　に対して概ね半額になっている。

　4）編集部（予算額：19,938千円）
　　校友会会報 「凡友」は、平成25年度まで年2回発行とすることが幹事会に

　おいて採択された。この会報発行費が編集部予算のほとんどであり発行部

　数で決定される。発行部数の算出には、平成23年1月現在の連絡可能会員

　57,792名、卒業予定者（新4年生、準会員）2,300名および 平成23年度新

　入生予想2,700名を基に、秋号（81号）64,000部、春号（82号）66,000

　部として予算を計上した。

　5) 支部推進部（予算額：13,220千円）
　　平成22年度の予算執行状況を精査した結果、予算案通り順調に推移して

　いる。支部助成規程の一部改正（平成22年2月6日）により2,018千円削減

　の13,220千円の予算案を計上した。

　6）ＩＴ部（予算額：2,250千円）
　　今回が初めての予算案となるが、①ＩＴ部会開催に必要な費用、②サーバ

　（ホームページを保存しているコンピュータ）環境の維持・管理に必要な費用、

　③コンテンツ（ホームページに掲載する記事内容）制作に必要な費用を計上

　した。コンテンツ制作は、主にOB・OGの紹介ページを作成するための外

　注費用に加え、代議員・支部役員に情報提供や取材をお願いする予定である。

　7) 特別会計
　　収入の部は、昨年度と同様に前年度会計繰越金を一般会計の収入に計上し、

　特別会計に30,000千円繰り入れることを予算化した。平成22年度の剰余

　金については未確定のため0円とした。利息収入は、国債の更新が無いこと

　と銀行の現状の利率を勘案し、実数に近い2,400千円とした。

平成23年度予算概要

●一般会計
【本部事務局】

予算額 予算額 備考

【各部別予算】
支出の部 （単位：千円）

総務部 運営部 支部推進部 ＩＴ部編集部

●特別会計（財政安定化基金）
収入の部

収入の部

支出の部 （単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：千円） （単位：千円）

次年度繰越金（予定） 449,490,079

449,490,079

平成２４年３月３１日現在残額（予定）

449,490,079合　　　　計

合　　　　計

平成２３年度　一般会計予算

会 議 費
総 会 費
通 信 費
印 刷 費
会 報 費
備 品 費
サ ー バ 維 持 費
サイトサポート費
コンテンツ制作費
旅 費 交 通 費
慶 弔 費
消 耗 品 費
会 員 名 簿 費
記 念 品 費
助 成 金
広 報 費
人 件 費
賃 借 費
福 利 費
大 学 祭 参 加 費
会 員 住 所 管 理 費
雑 費
予 備 費

合 計

校 友 会 費
催 事 収 入
雑 収 入
前 年 度 繰 越 金
合 計

各 部 へ の
事 業 費

総 務 部
運 営 部
編 集 部
支部推進部
Ｉ Ｔ 部

予 備 費
特別会計繰入金

合 計

3,318
0

600
230
0

230
0
0
0

1,710
1,880
300
0
0
0
0

3,521
360
50
250
300
900
0

13,649

200
2,250
70
220
0
0
0
0
0

2,150
0
0
0

4,670
2,900

0
0
0
0
0
0
50
0

12,510

290
0
0
0

19,358
0
0
0
0

240
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
50
0

19,938

390
0
20
10
0
0
0
0
0

3,399
0
0
0

210
9,171

0
0
0
0
0
0
20
0

13,220

100
0
0
0
0
0

108
252
1,200
540
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
50
0

2,250

385,202,265

29,457,814

2,430,000

30,000,000

2,400,000

449,490,079

支出の部

78,900
258
60

20,000
99,218

13,649
12,510
19,938
13,220
2,250
7,651
30,000
99,218

平成21年度繰越金
平成22年度繰入金
（21年度一般会計剰余金より）

平成22年度受取利息（見込み）
平成23年度繰入金
（22年度一般会計より）

平成23年度受取利息（見込み）



（改訂主旨

大阪産業大学校友会会則が改正されました
平成23年4月1日施行

第１章　総　　　則
第　１　条　（名　　称）
　　　　　　本会は、大阪産業大学校友会と称する。
第　２　条　（目　　的）
　　　　　　本会の目的は、会員相互の親交を深め知徳を増進し、あわせて、
　　　　　　学校法人大阪産業大学の発展に貢献することを目的とする。
第　３　条　（本　　部）
　　　　　　本部は、大阪産業大学内に置き、会務を事務局で処理する。
　　　　２．事務局の組織については、別に定める。

第２章　事　　　業
第　４　条　（事　　業）
　　　　　　本会の目的を達成するため、次の各号に定める事業を行う。
　　　　　　（1）会員情報の収集及び整理保管に関すること。　
          　　   （2）母校と会員及び会員相互の連絡を密にするための機関誌発行
　　　　　　　　に関すること。
　　　　　   （3）その他、本会の目的を達成するために必要な事業に関すること。
第　５　条　（慶　　弔）
　　　　　　会員に慶弔その他、特別の事由のあるときは、本会の名において
　　　　　　儀礼を尽くすものとする。
　　　　２．慶弔に関する取り扱いは、別に定める。

第３章　会員及び会費
第　６　条　（種別及び資格）
　　　　　　会員の種別は、正会員、準会員及び特別会員とする。
　　　　２．正会員の資格は、次の各号に定めるとおりとする。
　　　　　　（1）大阪交通短期大学、大阪産業大学短期大学部及び大阪産業大
　　　　　　　　学を卒業した者。
　　　　　　（2）大阪産業大学大学院を修了、または単位取得退学した者。
　　　　　　（3）第１号及び第２号の学校に在学した者で、幹事会の承認を得
　　　　　　　　た者。
　　　　３．準会員の資格は、大阪産業大学短期大学部、大阪産業大学及び大
　　　　　　阪産業大学大学院に存学している者とする。
　　　　４．特別会員の資格は、次の号に定めるとおりとする。
　　　　　　（1）学校法人大阪産業大学の現職の理事及び評議員。
　　　　　　（2）大阪産業大学の現職員及び旧職員。
　　　　　　（3）その他、幹事会で認めた者。
第　７　条　（除　　名）
　　　　　　会員で本会の体面を汚し、また、会員として不適当と認められる
　　　　　　ものは、代議員会の議決を経て除名することができる。
第　８　条　（会　　費）
　　　　　　会費については、代議員会で決定するものとし、別に定める。

第４章　役　　　員
第　９　条　（役　　員）
　　　　　　本会には、次の各号に定める役員を置くものとする。

         　　　（1）会 　 長　　　　　　1名
    　　 　　（2）副 会 長　　　　　　4名
         　　　（3）幹 　 事　　　　　　30名以内
    　　 　　（4）会計監事　　　　　　4名
第　10　条　（役員の職務）
　　　　　　役員は、次の各号に定める職務を行うものとする。
　      　　　 （1）会長は、本会の会務を総括する。
    　　　　　（2）副会長は、会長を補佐し、会長に事故がある場合は、その職
　　　　　　　　務を代行する。その職務代行順位は卒業年度の順とする。
       　　　  （3）幹事は各事業を分担し、その事業の目的を達成するための会
　　　　　　　　務を行う。
         　　　（4）会計監事は、本会の会計状況を監査し、その監査の結果を代
　　　　　　　　議員会に報告する。ただし、他の役員と兼務することができ
　　　　　　　　ない。
第　11　条　（役員の任免）
　　　　　　役員は、代議員会において選任、又は解任する。
　　　　２．役員の選任又は解任に関する議決は、あらかじめその旨を通知し
　　　　　　た代議員会においてのみすることができる。
　　　　３．前項２項に規定するもののほか、役員の選任及び解任に関し必要
　　　　　　な事項は、代議員会の議決を経て別に定める。
第　12　条　（欠員補充）
　　　　　　役員に欠員が生じた時は、別に定めるところにより、会長はこれ
　　　　　　を補充することができる。
第　13　条　（役員の任期）
　　　　　　役員の任期は、次の各号に定めるとおりとする。
      　　　　（1）役員の任期は３年とする。ただし、再任を妨げない。
　　　　　　（2）欠員補充によって就任した者の任期は、前任者の残りの期間
　　　　　　　　とする。
　　　　　　（3）役員は、任期満了後においても、後任者が就任するまで、そ
　　　　　　　　の職務を行わなければならない。

第５章　相談役、顧問、参与
第　14　条　（相談役、顧問、参与）
　　　　　　本会に相談役、顧問、参与を置くことができる。
　　　　２．相談役、顧問、参与は、本会の目的達成のために会長が幹事会の
　　　　　　承認を得て委嘱する。
　　　　　　（1）相談役は、会長経験者で功労のあった者。
　  　　　　（2）顧問は、本会役員の経験者又は社会的功労者で大学又は本会
　　　　　　　　に対し貢献のあった者。
     　　　　 （3） 参与は、正会員外で大学又は本会に対し貢献のあった者とする。
　 　　　３．相談役、顧問、参与は、本会の目的達成について必要な事項につ
　　　　　　いて会長の諮問に応ずる。
　　　　４．相談役、顧問、参与の任期は3年とする。
　　　　５．相談役、顧問、参与は、１期最長３年を限度に再任することがで
　　　　　　きる。
　　　　６．任期満了後、名誉顧問とする。

大阪産業大学校友会会則
制　　定　 昭和45年１月１日
最近改正　 平成22年10月30日

　代議員会構成員を対象に平成20年度に実施されたアンケート「校友会

活動に関する提案書」において、校友会会則に関係した提案事項につい

て幹事会に設置された「会則検討委員会」で検討ならびに会則改正原案の

作成を行い、幹事会の議を経て代議員会の議案となりました。会則改正

案の策定方針は「時代に適合した会の運営」、「財政の安定的な確保」、「短

期、中期、長期的視野での改正」を大きな柱としました。

　主な会則の改正内容は、①総会の招集と決議事項　②代議員会の開催回

数、議決事項　③幹事会の決議事項　④解散と招集事項の新設です。第

65回（平成22年2月）、第66回（平成22年10月）の2回の審議を経て第

66回代議員会で改正が承認されました。

　この改正により旧「役員選出規程」「会費規程」が廃止され、それぞれ「役

員選出規約」「会費規約」が新設されました。



　
第６章　代議員会及び幹事会、総会

第　１　節　代議員会
第　15　条　（代議員会）
　　　　　　本会に代議員会を置く。
　　　　２．代議員会は、本会の最高議決機関であり、その構成は、会長、副会長、
　　　　　　幹事、代議員及び支部長をもって組織する。
第　16　条　（代議員の定数）
　　　　　　代議員の定数は120名以内とする。
第　17　条　（代議員の任期）
　　　　　　代議員の任期は、３年とする。
　　　　２．第 13 条の第 1 項第１号から 3 号まで（役員の任期）の規定は、　
　　　　　　代議員の任期について準用する。
　　　　３．前項の定めにかかわらず、支部長を退任した者が、すぐに代議員
　　　　　　として就任する場合は、現代議員と同様の残任期間とする。
第　18　条　（代議員の選出）
　　　　　　代議員の選出は、会長が告示して正会員より立候補者及び推薦候
　　　　　　補者を書面にて受け付け、次の各号に定める基準により、幹事会
　　　　　　で行う。
　　　　　　（1） 代議員の区分は、卒業年度選出及び地域選出とし、その人数
　　　　　　　　配分については、片寄りのないように努めなければならない。
　　　　　　（2） 地域選出の代議員は、原則として１都道府県につき 1 名とす
　　　　　　　　る。ただし、会員数の多い都道府県にあっては、複数名とす
　　　　　　　　ることができる。
　　　　　　（3） 立候補者及び推薦候補者は、３名以上の会員の賛同者を必要
　　　　　　　　とする。
　　　　　　（4）任期を満了する者は、その任期中の代議員会への出席状況な
　　　　　　　　どにより、候補者となることができる。
　　　　２．前項の定めにかかわらず、支部長を複数年務めた後に、本部活動
　　　　　　に貢献したいと希望する者は支部役員の推薦により校友会代議員
　　　　　　候補者推薦状による申し出を行い、幹事会で承認した後に退任し
　　　　　　た日をもって代議員として就任できるものとする。ただし、この
　　　　　　場合の支部長は、職域支部の支部長を除くものとする。
　　　　３．第２項の任期を終了した後は、第１項の定めにより取り扱うもの
　　　　　　とする。
第　19　条　（代議員の職務）
　　　　　　代議員は、各卒業年度及び地域の会員の代表者であることを自覚
　　　　　　し、以って代議員会の会務並びに本会の目的達成のための事業活
　　　　　　動への参加等に努めるものとする。
第　20　条　（代議員会の招集・開催）
　　　　　　代議員会は、通常代議員会及び臨時代議員会の２種とし、会長が
　　　　　　招集する。
　　　　２．通常代議員会は、毎事業年度終了後３ヶ月以内に、臨時代議員会は、
　　　　　　代議員の３分の１以上から議題を記載した書面で請求があった場
　　　　　　合、又は会長が必要と認めたときに開催する。
　　　　３．代議員会の招集は、少なくとも会日の１週間前までに各代議員に
　　　　　　対し会議の目的たる事項、日時及び場所につき通知して行うもの
　　　　　　とする。
第　21　条　（代議員会の決議事項）
　　　　　　代議員会の議決事項は、次の各号に定めるとおりとする。
     　　　　 （1） 会則及び規約改正に関する事項。
      　　　　（2）役員の任免。
     　　　　 （3） 予算（補正予算を含む）の決定に関する事項。 
    　　　　  （4） 決算の報告に関する事項。
   　　　　   （5） その他、本会の目的達成のために必要な事項。
第　22　条　（代議員会の定足数）
　　　　　　代議員会の成立は、構成員の３分の２以上の出席（委任状による   
 　　　　　  ものを含む）とする。
第　23　条　（代議員会の議決等）
　　　　　　代議員会の議長は、出席者の互選によって定められる。
　　　　２．議事の議決は、出席者の過半数をもって決定し、可否同数のときは、
　　　　　　議長の決するところによる。
　　　　３．代議員会においては、第 20 条第 3 項の規定により、あらかじめ
　　　　　　通知した事項についてのみ議決することができる。ただし、出席
　　　　　　者の３分の２以上の同意があった場合は、この限りではない。
第　24　条　（代議員会の議事録）
　　　　　　代議員会の議事については、議事録を作成しなければならない。
　　　　２．議事録は書面又は電磁的記録をもって作成しなければならない。
　　　　３．議事録は、次に掲げる事項を内容とするものでなければならない。

　　　　　　（1）代議員会が開催された日時及び場所。
　　　　　　（2）議事の経過の要領及びその結果。
　　　　　　（3）監事の監査結果についての報告内容の概要。
　　　　　　（4）代議員会に出席した会長、副会長、幹事及び監事の氏名。
　　　　　　（5）議長の氏名。
　　　　　　（6）議事録作成に係る職務を行った役員の氏名。

第　 2　 節　幹事会
第　25　条　（幹事会）
　　　　　　本会に幹事会を置く。
　　　　２．幹事会の構成は、会長、副会長及び幹事をもって組織する。 
第　26　条　（幹事会の招集）
　　　　　　幹事会の招集は、会長が行う。
第　27　条　（決議事項）
　　　　　　幹事会は、会務を執行するため、次の各号に定める事項を審議・
　　　　　　決定する。
　　　　　　（1）総会又は代議員会に提案すべき事項。
　　　　　　（2）その他、本会の目的達成のために必要な事項。
第　28　条　（定 足 数）
　　　　　　幹事会の成立は、構成員の３分の２以上の出席（委任状によるも
　　　　　　のを含む）とする。
第　29　条　（議　　決）
　　　　　　幹事会の議長は、会長をもってあてる。
　　　　２．議事の議決は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは
　　　　　　議長の決するところによる。
第　30　条　（準用規定）
　　　　　　第 23 条第 3 項（代議員会の議決等）及び第 24 条（ただし、第 3
　　　　　　項の第 3 号を除く。）（代議員会の議事録）の規定は、幹事会につ
　　　　　　いて準用する。
　　　　
第　 3　 節　総会
第   31　条　（総会の招集）
　　    　　　総会は議決をする必要があるときに限り、幹事会の同意を得て会
　　　　　　長が招集する。ただし、議決以外の事項を目的として代議員会に
　　　　　　おいて必要と認めた時は、臨時に総会を招集することができる。
　　　　　　この場合には、代議員会に関する規定を準用する。
第   32　条　（総会の決議事項）
　      　  　  本会の解散は、総会の議決を経なければならない。
第   33　条　（議　決）
　　     　　 解散の決議は、その出席者の３分の２以上の多数によって行うも
　　　　　　のとする。
第   34　条　（準用規定）
　　     　　 第 20条第 2項の臨時代議員会、第 3項（代議員会の招集・開催）、
　　　　　　第 23 条（代議員会の議決等）、第 24 条（代議員会の議事録）の
　　　　　　規定は、総会について準用する。

第７章　会計及び監査
第   35   条　（経　　理）
　　　　　　本会の経費は、会費及び寄付金、その他の収入をもってこれに充
　　　　　　てる。
第　36　条　（会計年度）
　　　　　　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年 3月 31日をもっ
　　　　　　て終わる。
第　37　条　（決　　算）
　　　　　　決算書類は、毎会計年度終了後通常代議員会の会日の２週間前ま
　　　　　　でに作成して、これにつき会計監事の監査を受けなければならな
　　　　　　い。
　　　　２．会計幹事は、監査の結果を通常代議員会に報告しなければならない。

第８章　支部及び支部長懇談会
第　38　条　（支　　部）
　　　　　　本会には、支部を設置することができる。
　　　　２．支部の種別は地域及び職域とし、地域支部にあっては原則とし                    
　　　　　　て１都道府県に１支部とするが、設立基準については別に定める。
             ３． 地域または職域に支部を設立するときは幹事会の議決を経て、代     
                   議員会の承認を得なければならない。
             ４．３年間以上にわたって活動（総会等）しない支部は、代議員会の       
                   承認を得て廃止させることができる。
第　39　条　（支部長懇談会）
                　支部長懇談会は、支部相互の情報交換や相互扶助の場とし、支部
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　　　　　　運営に関する合意事項を幹事会に提案することができる。
　　　　　   （1） 支部長懇談会の招集は、会長が行う。
                  （2）支部長懇談会の構成は、会長、副会長、幹事、支部長及び会
　　　　　　　  長が必要と認めた支部のない都道府県の代表者とする。ただ  
            　　　　し、 支部長については、代理を認める。

第９章　解散及び清算
第　40  条　（解　散）
　　　　　　本会は次の場合には解散する。
　　　　　　（1） 総会において解散の議決をした場合。
　　　　　　（2） 破産した場合。
第　41　条　（清算人）
　　　　　　清算人は、前条第１号の規定による解散の場合には、総会におい
　　　　　　て選任する。
第　42　条　（財産処分の方法）
　　　　　　清算人は、就任の日から６カ月以内に財産処分の方法を定め、総
　　　　　　会の議決を経なければならない。
        　 ２．総会が前項の議決をしないとき又はすることができないとき、清
　　　　　　算人は、管轄裁判所の認可を受けて、財産処分の方法を定めなけ
　　　　　　ればならない。
第　43　条　（解散後における会費の徴収）
　　　　　　本会は、解散後であっても総会の議決を経て、その債務を完済す
　　　　　　るに必要な限度において会費を徴収することができる。
第　44　条　（残余財産の帰属）
　　　　　　残余財産は、本会又はその目的と類以の公益目的を有する法人そ
　　　　　　の他の団体に帰属させるものとする。
付　　　則　（施行期日）
　　　　　　この会則は、昭和45年１月１日から施行する。
　　　　　　　（昭和48年 11月 25日　一部改正）
　　　　　　　（昭和49年 11月 ２日　一部改正）
　　　　　　　（昭和51年 11月 ２ 日　一部改正）
　　　　　　　（昭和54年 10月 28日　一部改正）
　　　　　　　（昭和60年 ２月 16日　一部改正）
　　　　　　　（昭和63年 ６月 ４日　一部改正）
　　　　　　　（平成 ４ 年 ２月 15日　一部改正）
　　　　　　　（平成 ８ 年 ２ 月 17日　一部改正）
　　　　　　　（平成 ９ 年 ２月 15日　一部改正）
　　　　　　　（平成10年 ２月 14日　一部改正）
　　　　　　　（平成17年 ２月 26日　一部改正）
　　　　　　　（平成17年 11月 ５日　一部改正）
　　　　　　　（平成22年 10月 30日　一部改正）
　この会則の一部改正 第２章事業　第４条（事業）から第９章 解散及び清算第
44条（残余財産の帰属）規定については、平成23年4月1日から施行する。
　これにより役員、代議員の任期は、通常代議員会又は臨時代議員会開催日ま
でとなるが、平成23年度に限り通常代議員会は、前代議員会構成員の内、役員
会長、副会長、幹事、会計監事）及び代議員並びに支部長をあてる。

第　１　条　（目　　的）　　
   　　　　　この規約は、大阪産業大学校友会会則第11条の（役員の任免）及
　　　　　　び第12条の（欠員補充）に関して代議員会等の運営の円滑化を図
　　　　　　るための役員選出規約を定める。
第　２　条　（会長選出）
　　　　　　会長は次の各号により不在となった場合、幹事会で選出する。
　　　　　　（1） 会長の任期満了。
　　　　　　（2）会長辞任の場合。
　　　　　　（3）会長が死亡その他の事由により欠けた場合。
　　　　２．会長の選出は、幹事会により行う。
    　　　３．会長候補者の資格は代議員会構成員でなければならない。
　　　　４．会長候補者は立候補および推薦によるものとする。
　　　　５．第２項により会長が選出できない場合、次項以下の方法により選
　　　　　　挙を行う。
　　　　６．会長の候補者は、選挙管理委員会へ定められた書式によって、定
　　　　　　められた日までに届けなければならない。
　　　　７．会長選挙は、前項の候補者について、幹事会出席者（委任状は除く）
　　　　　　の投票によって行う。
　　　　８．不在者投票は、投票日の前日までに行わなければならない。
　　　　９．会長選挙を行うためには、選挙管理委員会を幹事会において設置
　　　　　　する。
　　　　　　（1）選挙管理委員会の委員は、幹事会において３名を選出する。
　　　　　　（2）その他、必要な事項は、選挙管理委員会において別に定める。
　　　　10． 投票は、単記無記名とする。
　　　　11． 有効投票数（白票を除く）の２分の１以上の得票者を当選とする。
　　　　　　（1） 第１回の投票において当選者がない場合は、上位２名につい
　　　　　　　　て、改めて投票を行う。同数得票者が生じたため上位２名が
　　　　　　　　決定できない場合は、くじによって上位２名を決定する。
第　３　条　（副会長選出）
　　　　　　代議員会構成員の中から次期会長が候補者を選び、幹事会におい
　　　　　　て選出する。
第　４　条　（幹事選出）
　　　　　　会長が告示して立候補者および推薦候補者（賛同者３名以上）を
　　　　　　受け付け、次の各号に定める基準により幹事会にて選出する。
　　　　　　（1） 代議員会構成員であること。
　　　　　　（2） 任期を満了する者は、その任期中の幹事会への出席状況など
　　　　　　　により、候補者となることができる。
第　５　条　（会計監事選出）
　　　　　　幹事会にて選出する。
第　６　条　（欠員補充）
　　　　　　代議員及び幹事に欠員が生じ、会長が補充を必要と認めたときは、
　　　　　　次の各号の定めるところにより、補充することができる。
　　　　　　（1） 会報（凡友）及びホームページにより、有資格者に対し告示
　　　　　　　を行い、立候補者及び推薦候補者を受け付ける。
　　　　　　（2） 立候補者及び推薦候補者は、３名以上の会員の賛同者を必要
　　　　　　　とする。
　　　　　　（3） 選出は幹事会において行う。
　　　　　　（4） 欠員補充者の任期は、当該任期期間の残任期間とする。
第　７　条　（改　　正）
　　　　　　この規約の改正は、代議員会の議決を経なければならない。

付　　　則　（施行期日）
　　　　１．この規程は、平成４年２月15日から施行する。
　　　　２． この規定の施行にともない、昭和55年11月17日制定の「役員選出
　　　　　　内規」は廃止する。
　　　　　　　（平成10年２月14日　　一部改正）
　　　　　　　（平成17年10月29日　　一部改正）
　　　　⒊   この規約は平成23年4月1日より施行する。この規約の施行にと
　　　　　　もない、平成4年2月15日施行の「役員選出規程」は廃止する。

役  員  選  出  規  約

会    費    規    約

制　　定　平成 ４年 ２ 月 15日
最近改正　平成 22年 10月 30日

第　１　条　（目　　的）
　　　　　　この規約は、大阪産業大学校友会会則第８条の（会費）に関する
　　　　　　事項について定めることを目的とする。
第　２　条　（会費の額）
　　　　　　会費は、30,000円とし、入学時に徴収する。但し、本学の大学院・大学・
　　　　　　短期大学部間の編入学者など同一人からは再度徴収しない。
第　３　条　（会費の返還）
　　　　　　徴収した会費は、理由のいかんを問わず返金しない。
付　　　則
　　　　１．この規約は、代議員会の議決により改正することができる。
　　　　２．この規程は、昭和54年10月28日より施行する。
　　　　　　　（昭和56年2月28日　一部改正）
　　　　　　　（昭和61年 2月15日　一部改正、購読料について削除）
　　　　　　　（平成 8年 2月17日　第３条追加）
　　　　　　　（平成 9 年2月15日　第２条改正…平成10年度入学生から適用）
　　　　　　　（平成 9年10月26日　第２条改正…平成11年度入学生から適用）
　　　　３． この規約は、平成23年４月1日より施行する。この規約の施行にと
　　　　　　もない、昭和54年10月28日施行の「会費規程」は廃止する。



学園
便り

喜多見　洋
（経済学科教授）

常盤　欣一朗
（電子情報通信工学科教授）

副学長 副学長

平成22年度 役職者（10月以降）

谷澤　　博 加藤　史雄

教務部長 綜合図書館長

原田　一美
（文化コミュニケーション学科教授）

飯田　　毅
（都市創造工学科教授）

※発令日:副学長、教務部長、綜合図書館長は10月12日付け、事務系部長は
　10月1日付け。

事務部学長事務室担当部長 入試センター大学案内担当部長

　大阪産業大学は、工学部情報システム工学科と建築・環
境デザイン学科を母体とした新学部「デザイン工学部」を
2012年４月に開設します。
　新学部・学科の概要は次のとおり。本年４月下旬から学
生募集を開始する予定です。詳細・募集要項などは、５月
初旬発行の大学案内や大学ホームページで確認してくださ
い。卒業生子女入試の導入も予定しています。

　平成22年10月30日（土）、大阪産業大学中央キャンパスにて、
第3回ホームカミングデーが開催されました。16号館前ラウンジ・
展示コーナーでは、大学の歴史などがパネル展示され、入試相談
コーナーも設けられました。12 時 30 分から、16 号館 2 階の
パルフェにて、立食形式の懇親会も開催されました。あわせてキャ
リアセンター主催の卒業生社長との懇談会および懇親会も催され、
大学の現状報告や情報交換などが行われました。

ホームカミングデー

2012年4月設置構
想中

   「建築・環境デザイン学科」では

●たとえば、「六本木ヒルズ」や「オオサカガーデンシティ」のよ
うな街は、建物や道路はもちろん、ベンチやバス停に至るまで、
利便性や安全性、景観、歴史といった複合的な設計のもと、ひと
に心地よい街を追求してつくられています。学びの先には、今よ
りももっと、ひとにとって魅力的な明日が広がっています。本学
科では、「都市環境デザイン」「建築デザイン」「インテリアデザイン」
「クラフトデザイン」「プロダクトデザイン」の５つのコースがあり、
環境デザインに関する総合的な知識を修得できます。また、一級
建築士など、社会で役立つスキルも身につけることができます。

デザイン工学部の学びの特徴
■文系・理系を問わず受験が可能。入学後のサポートも充実。
■社会現場を実体験できる「フィールドプラクティス」。
■社会の先輩から学ぶ「キャリアプログラム」。

　「情報システム学科」では

●ひとの感性・感覚を活かしたものづくりを学べば、ひとにやさ
しい社会の姿が見えてきます。自分の手で新しい社会を創造した
いというあなた、「情報システム学科」で待っています。本学科では、
「組み込みシステム」「ネットワーク」「情報システム」「WEB シ
ステム」「感性デザイン」「CG・アニメーション」の６つの履修
モデルコースがあり、目指す将来像に沿って、より深い知識・技
術を学ぶことができます。また、情報システムで学ぶ「段取り力」は、
IT産業、情報教育、コンテンツ産業といった分野に限らず、あら
ゆる企業において活かすことができます。

プロモーションにおけるコンセプトワード
ふつうの毎日、ささえています。

学部キャッチコピー
「ものづくりの感性」と「デザイン技術」で、
人にやさしい社会を創ろう。

2012年4月、関西初、「デザイン工学部」誕生。
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大阪産業大学校友会 設立40周年記念式典
盛大に開催される
大阪産業大学校友会 設立40周年記念式典
盛大に開催される

　午前10時、シェラトン都ホテル大阪・4階「浪速の間」にて、
高見新一副会長（S51土木）の開会宣言で始まりました。司会
は高見副会長と梶麻衣子代議員（H10土木）。校歌斉唱、物故者
追悼に続き、美内照男会長（S44機械）の式辞があり、来賓紹
介ののち、土橋芳邦理事長と本山美彦学長から祝辞をいただき
ました。
　祝電披露のあと、加門和彦副会長（S50経営）のナレーショ
ンによる大阪産業大学校友会「40年のあゆみ」と題してスライ
ド上映が行われ、式典は閉会しました。

平成22年10月31日（日）　校友会設立40周年記念式典、記念講演会、総会、懇親パーティが、
大阪上本町の「シェラトン都ホテル大阪」にて開催されました。

記念式典

美内会長の式辞

土橋理事長

本山学長

校歌斉唱

スライド「40年のあゆみ」

司会の高見副会長と梶代議員

加門副会長



　記念式典終了後、同会場にて、記念講演会が開催されました。
　講演は、元プロ野球選手で、野球解説者の金村義明氏。「我が
野球人生―人と人との繋がりの大切さ―」を演題に、氏の生い
立ちからプロ野球選手を目指して、苦労しつつも努力をつづけ、
高校野球で活躍し、晴れて当時の近鉄バッファローズに入団し
たいきさつやその後のプロでの活躍について、ふんだんにユー
モアを交えた楽しい話で会場を沸かせました。

　記念講演会の終了後、会場を「大和の間」に移して、12時か
ら校友会総会が開催されました。司会は、吉岡政昭幹事（S56
経営）。はじめに、美内会長から会務報告が行われ、続いて役員
永年勤続表彰、支部表彰および卒業証書授与が行われ、総会は
閉幕しました。

記念講演会

校友会総会

●永年勤続30年表彰者（2名）   

　 会計監事　金住　順二　（S45機械Ⅱ）
　代 議 員  岸本千代隆　（S51機械）
●支部表彰（12支部）
　香川県支部、大学支部、愛媛県支部、
　大分県支部、兵庫県西支部、大阪北河内支部、
　大阪市支部、鹿児島県支部、兵庫県南支部、
　埼玉県支部、京都府支部、大阪泉州支部
●卒業証書授与（1名)  

　鹿児島県支部事務局　山本　誠也（S48機械）

TOPICSTOPICS
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＜表彰者一覧＞

講演する金村氏

大学支部

香川県支部



　12時30分から、ふたたび会場を「浪速の間」に戻し、懇親パー
ティが開催されました。司会は、ひきつづき吉岡幹事。一般会
員と家族合わせて105名の参加があり、総数253名にのぼる盛
会となりました。美内会長挨拶、光岡明弘相談役の乾杯で懇親
会は進んで行きました。途中、アトラクションとして人間環境
学部3回生の竹村太一君による大道芸が披露され、小さな子供
たちが舞台のすぐそばにしゃがみ込んで見入っていました。ま
た、活躍した卒業生に送られ特別表彰では、ラグビー日本Ａ代
表に選ばれた金栄　選手（H16経営）やアメリカンフットボー
ル日本代表の植木大輔選手（H14経営）、辻篤志選手（H20文化）
が表彰されました。

校友会設立４０周年記念懇親パーティ　校友会設立４０周年記念懇親パーティ　

特別表彰の植木、辻両選手

特別表彰の金選手

光岡相談役

恒例の福引き

竹村君の大道芸



TOPICSTOPICS

　続いて、卒業生を含めたチアリーディングチームによる演舞、
現在コンクール等で活躍中の大学吹奏楽部による演奏が行われ、
恒例のお楽しみ福引抽選会が行われました。最後に弓場修治幹
事（Ｓ55経営）を中心に、応援団OBのエールのもと校歌斉唱が
行われ、小泉副会長のお礼の言葉で閉会となりました。
　記念品としてクラブハリエ「バームクーヘン」を受け取った会
員のほころんだ顔が印象に残る懇親パーティでした。
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チアリーディングチームの演舞

吹奏楽部の演奏

小泉副会長 

弓場幹事のエール



平成13年

平成18年

〜

　大阪産業大学は、平成13年4月より「人間環境学部」が増設され4学部体制となり、大学院も人間環境学研
究科を除く研究科に「博士後期課程」が設置され、総合大学としての礎が整い、一段と充実してまいりました。
また「梅田サテライトキャンパス」が「大阪駅前第3ビル」に移設・拡充され、大学院を中心とした講座のほか、
校友会の各種会合にも利用しています。
　平成13年度入試より、校友会が長年熱望しておりました「卒業生子女入試」が実施されました。平成17年
11月には、「大学開学40周年記念祝賀会兼校友会総会懇親パーティ」を「校友の杜」で開催し、各支部特産
の模擬店を出店するなど、支部の絶大な協力の下、盛大に祝宴が催されました。

校友会設立40周年を記念し、
この10年を写真で振り返ってみました。

校友会設立30周年記念として記念誌を発行
校友会事務室が本館（11号館8階）から16号館3階へ移転
滋賀県支部設立
第31回総会（ザ・リッツ・カールトン大阪）

校友会第6代会長に光岡明弘氏就任
第32回総会（南海サウスタワーホテル）

新産業研究開発センター開所記念として、ブロンズ像を寄与
兵庫県東支部設立
校友会員名簿発行（全面改訂するため会員に調査カードを送付）
第33回総会（リーガロイヤルホテル京都）

卒業式で校友会会長賞として学生の表彰授与開始
工学部土木工学科から都市創造工学科へ名称変更
シャトルバス運行開始（大学・住道間）
第34回総会（大学16号館6階大教室）
沖縄県支部設立

校友会第7代会長に美内照男氏就任
台風21号・23号、新潟県中越地震被災者への災害お見舞金のお知らせ
個人情報保護法（一般法）が施行
ＪＲ福知山線列車脱線事故の遺影と献花台を設置
第35回総会（大学「校友の杜」）
校友会設立35周年記念懇親パーティ
大学開学40周年記念祝賀会
大学開学40周年記念事業「シルクロード横断プロジェクト」
笑福亭三喬さんが「芸術祭優秀賞」受賞
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平成19年

平成22年

〜

　平成19年4月に大学院「人間環境学研究科」に「博士後期課程」を増設。また平成20年4月には人間環境学
部に「スポーツ健康学科」が増設され、現在の大学は、「大学院4研究科15専攻」、「大学は4学部13学科」、「短
期大学部1学科」の「学生総数11,000人」を超える総合大学に成長しました。
　平成20年11月2日には「第1回ホームカミングデー」が「総会・懇親パーティ」を兼ねて校友会と大学の共
催により、学園創立80周年記念事業で建設された「自動車整備センター（ＡＭＣ）３階」において300名を超
える参加者で盛大に開催されました。

津市市長に松田直久氏が当選
笑福亭三喬さんが「上方お笑い大賞最優秀技能賞」を受賞
「リヤカーマン」として永瀬忠志氏が「植村直樹冒険賞」を受賞
梅田サテライトキャンパスが大阪駅前第3ビル19階に移転
工学部電子工学科から電子情報通信工学科へ名称変更
大学院電気電子工学専攻から電子情報通信工学専攻へ名称変更
ＪＲ福知山線列車脱線事故の一周忌追悼
梅田サテライト教室へテレビ・ＤＶＤ・暖炉を寄贈
静岡県支部設立
第36回総会（三井アーバンホテル）
大学院人間環境学研究科課程変更が許可

短大自動車工業科から自動車工学科へと学科名変更
工学部都市創造工学科がＪＡＢEE（ジャビー）認定
大阪ではじめての孔子学院開設
オキシライドプロジェクトギネス世界記録を樹立
学園創立80周年記念事業募金第Ⅰ期として総額74,829,542円を学園に寄付
第37回総会（大学16号館6階大教室）
人間環境学部スポーツ健康学科設置認可

校友会第8代会長に美内照男氏就任
人間環境学部文化環境学科を文化コミュニケーション学科に、
都市環境学科を生活環境学科に名称変更
工学部環境デザイン学科を建築・環境デザイン学科に名称変更
自動車整備センター（ＡＭＣ）竣工
学園創立80周年記念事業募金第Ⅱ期として総額46,866,742円を学園に寄付
中国校友会設立
第38回総会（東部キャンパス自動車整備センター（ＡＭＣ）3Ｆ）
第1回ホームカミングデー開催
学園創立80周年を祝う会開催
学園創立80周年記念モニュメント除幕式
富山県支部設立

本学のソーラーカーがオーストラリア大陸縦断レースで初のクラス優勝
第39回総会（大学16号館6階大教室）
第2回ホームカミングデー開催
学園創立80周年記念事業募金第Ⅲ期として総額22,707,930円を
学園に寄付（募金総額144,404,214円）

第65回代議員会により校友会会則の一部改正
大阪日産自動車支部から日産大阪支部へと改名
校友会の事務局にＩＴ部を置く
第3回ホームカミングデー開催
第66回代議員会により校友会会則・役員選出規約改正
校友会設立40周年記念式典・記念講演会・総会懇親
パーティ開催（シェラトン都ホテル大阪）
校友会ホームページがリニューアルされる
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兵庫県南支部

　第20回目の総会でもあり、節目の総会でした。長年お世話になり、また
校友会員の皆様方に支えられての40年近くでした。ここで新支部長に交替
いたしますが、今まで以上にどうぞよろしくお願いいたします。微力ですが、
新支部長をしっかりと支えていきたいと思います。
　当日は、本部の方、京都、大阪、三重、三喬さん等多数の参加、心よりお
礼申し上げます。心機一転、新体制で新しい空気でより輝ける岡山支部にな
りますので、よろしくお願いいたします。
　最後になりましたが、光岡、芦田、心より、長年の皆々様方のご協力に忠
心よりお礼申し上げます。

（前支部長　芦田正之）

　29日、兵庫県南支部の総会は酷暑の真只中での開催でした。美内会長を
始め、近隣各支部代表のご来賓の皆様、会員の皆様本当にありがとうござい
ました。総会では、活動・決算報告、特に大阪産業大学校友会兵庫県ネット（“イ
エロー”）事務局と、支部の事務局を設置することができました。兵庫県4支
部のHPシンボルカラー、“パープル”東支部、“レッド”西支部、“グリーン”北支部、
そして“モスグリーン”南支部です。（ただし、このイメージカラーは正式では
なく、私が勝手に言っているだけです。是非HPを見てください。）
　講師には前学長瀬島順一郎先生に「『創立の精神と大学の将来』“偉大なる
平凡人”を語る」を講演頂きました。創立者・瀬島源三郎先生の学園創立の
想いと人生の生き方を知る機会となり、皆感銘を深くしたものと思います。
　再来年（H24）には支部設立20周年の記念イベントを計画中です。多くの
支部会員の参加を期待しています。　　　　　　　　　（支部長　赤田　護）

岡山県支部 8．7 ホテルグランヴィア岡山

　平成22年7月10日、18時より松山市大街道のいよてつ会館3階において、第
24回愛媛県支部総会を開催しました。本部より福井義員副会長、中井貴朗幹事
に同席いただき、また滋賀県や大阪支部、近県より高知、徳島県支部の代表の
方々にもご出席賜り、心から感謝いたしております。
　出席の会員より、大学の現在の状況等について質問がありました。本部の方より
丁寧な回答をいただき、一同校友会また大学がますます発展することを祈念いた
しました。
　短い時間ではありましたが、会員各位旧交を温め、次回には連絡を取り合い、愛
媛県支部の出席者増員に努めることを誓い合いました。

（支部長　名越弘和）

愛媛県支部 7．10 いよてつ会館

　新潟県支部では、毎年一泊総会を行います。今年も本部より美内会長、宮本
幹事をお招きし、無事総会を行いました。
　当日は、参議院選挙もあり、少ない参加者数ではありましたが、その分いろん
なお話しを多くすることができました。校友会の運営や大学の様子、創立40周
年のこと、本年の入学者数などなど、多岐にわたりお聞きしました。また当新潟
県支部の会員が集まりにくい現状とか、支部運営の課題などを今総会では本
部役員と支部会員が真剣に話し合いました。そして、当新潟県支部は継続は力
と信じ、参加者数を増やす電話作戦を次回も行い、年一回の支部総会を来年も
行うことを決定しました。
　最後に、翌朝の浜での地引網に全員参加をしたり、参加された方々はご苦労
様でした。次回も参加をお願いします。

（支部長　内山義雄）

新潟県支部 7．10 割烹旅館「日本海」

8.29 神戸木材会館



香川県支部 9．4 酔灯屋

大分県支部 9.11 大分センチュリーホテル

　今回で、設立30周年を迎え大きな節目の総会になりました。
　本部より梅木副会長そして梅原幹事の出席のもと長崎支部・鹿児島支部
の支部長のご列席を頂き総員15名で総会を開催致しました。今回も初参加
の会員や十数年振りに参加の会員もあり少しずつではありますが参加者が増
えています。総会では30周年の歩みを小畑支部長から発表してもらい、大
分県支部発足に多大な貢献をして頂いた大分県出身の高瀬先生（当時学生
課）の話で盛り上がりました。また今後支部の活性化をどうするか、や大学
への受験者の獲得についての話し合いも行われました。
　今回、口蹄疫で不参加になりました宮崎県支部の皆さんには心よりお見舞
い申し上げます。

（支部長　小畑京治）

大阪中・南河内支部 9.5 サンヒル柏原

京都府支部 9.11 からすま京都ホテル

　9月11日、平成22年度京都府支部通常総会を、からすま京都ホテルにて
開催いたしました。本部より美内会長、宮本幹事、近隣支部の方々等、多数
の出席を頂き、盛大な総会になりました。第1部では、平成21年度活動報告、
会計報告、監査報告に続きまして、平成22年度の活動計画案、予算案が、
無事に承認されました。第2部では、我が母校大阪産業大学経営学部流通
学科宮下教授による「現在の日本経済と企業の展望」についての講演があり
ました。教授の豊富な知識による「テーマ」の分析に皆様熱心に聞きいって
いました。第3部では、笑福亭喬若さんによる落語の余興があり、参加者全
員大いに盛り上がりました。記念撮影後、懇親会、抽選会へと移り、賑やか
な雰囲気の中で閉会となりました。今後も支部として新しい活動を取り入れ、
全員で支部を盛り上げていきたいと考えています。一人でも多くの方の参加
をお待ちしています。　　　　　　　　　　　　　　　（支部長　西村新一）

大阪産業大学校友会会報 「凡友」80号

　第21回香川県支部総会が9月4日、高松市の新店舗となった酔灯屋で開催
されました。前回3月6日に開催して半年しかたっていないので参加者数が少
ないのでは、と心配をしていましたが、会員25名、この春卒業された新人の
参加もありと、うれしい限りです。本部から宮井氏、荒木氏、愛媛支部3名、高
知支部2名、大阪支部1名、総勢33名の参加をいただき一安心。総会は経過
報告、会計報告、質疑応答と議事も承認され、懇親会となりました。広くなり
料理も少しよくなった会場で名物の柳川鍋をつつきながら、学生時代のはな
しより仕事のはなしが多くなってきたように思えます。
　支部の行事予定として焼肉パーティ、ゴルフ大会、ボーリング大会も企画・
実施しています。支部の皆様、ものは試しと一度来てみてください。

（支部長　長田恒久）

　平成22年9月5日に大阪中･南河内支部総会をサンヒル柏原で開催致しまし
た。本部より美内会長を始め近畿一円の支部長や役員の方々に多数参加いた
だきまして、この誌面を借りましてお礼申し上げます。総会も無事終わり、懇親
会に移り、北居幹事の総合司会で産高同窓会会長村上様の祝辞に続き、池田相
談役の乾杯の音頭で始まり、笑福亭喬若さんの落語でまず笑いからと思いき
や喬若さんと北居幹事のダブル司会でビンゴゲームが始まり、参加者の笑いが
つきませんでした。今度は青木顧問や役員の方々が色々の景品を提供していた
だきそれなりの土産ができたと思います。初参加者が多く、特に20年卒の王君
を初め平成卒業者が10名も出席してくれ、うれしく思いました。これを機会に青
年部を発足したいと思っております。皆様の協力をお願い申し上げます。次回よ
り真の校友会を目指し頑張りますので、よろしくお願い致します。

（支部長　松田　始）



静岡県支部埼玉県支部 11．28 和牛懐石　彩々亭

　若狭湾の小浜と蘇洞門めぐりに家族を含め64名がバス2台に分乗し大学を8
時に出発。近畿自動車道、中国道を走行中に総会案件が全員一致で承認されまし
た。全走行距離約380kmのツアーで、蘇洞門海岸を観光船から望み、レインボー
ライン山頂から三方五湖を展望し自然の雄大さに歓喜、「日本海さかな街」での買
物など催しがスムーズに進行、予定より5分遅れの19時5分に大学へ帰着しまし
た。ツアー実施には事前調査と周到な計画がなされ、参加者も増え、数年前から留
学生との交流も盛んとなり、良い思い出になっているのではないでしょうか？
　今、支部の財政が厳しい中で、春の花見、秋の総会とツアー、12月は餅つきと行
事を重ねて30年が経過すると聞き、家族参加の子供達が大きくなり、一方“定年
組”は「今、何をしているの」と聞く機会が増えてきたのに歴史を感じます。三浦支
部長のリーダーシップに頭が下がります。

（副支部長　松本眞樹夫）

　埼玉県支部は設立してから15年が経ち、今年も例年通り総会を開催する運びと
なりました。今年は、埼玉県行田市佐間にある、大正時代建てられた「足袋御殿」
を修復した料理店「和牛懐石　彩々亭」において行いました。行田市は、埼玉県の
名前の由来となった埼玉（さきたま）古墳群があり、近頃はパワースポットとしてひ
そかなブームとなっており、ベストセラー歴史小説「のぼうの城」の舞台である「忍
の浮き城」があるところです。
　本部からは梅木副会長、宮本幹事に参加していただきました。前半は総会資料
に基づき支部長挨拶から始まり、議案の承認も無事可決し、次に宮本幹事からホ
ームページ関連の説明を詳しく聞き、支部のホームページ担当者を決めて会議を
終了しました。その後はホームページの活用法など前向きな楽しい話題で昼食会
が盛り上がりました。

（支部長　鈴木規久男）

　「夜半まで話し合いができる」、「県外からも参加しやすい」など評判が良かったこ
とから、前回同様、第5回支部総会も1泊で開催しました。長崎、神戸、横浜、函館とな
らぶ5大夜景といわれる熱海の夜景は、特にきれいでした。支部総会には、本部から
神馬幹事、他支部から川上大阪市支部長、松田大阪中・南河内支部長、井上関東支部
長、伊藤兵庫西支部長がご臨席下さり、開会の辞、物故者追悼、校歌斉唱、静岡県支
部長挨拶、神馬幹事と各支部長のご祝辞を賜りました。議長選出後、会計報告が行
われ、満場一致にて承認され、ＩＴ化にともなう校友会ホームページ・リニューアルの
件も、プロジェクターで報告をおこないました。
　続いての懇親会では、夜半まで大阪での学生時代の話や伊藤兵庫西支部長から
最新ＩＴ事情を具体的商品でご説明頂き、盛り上がりのうちに閉幕しました。今後、校
友会のホームページ、メールを利用して静岡県支部を盛り上げるため、他支部との連
携など有効な利用方法を工夫していきたいと思います。　　           （支部事務局）

　平成22年11月20日、23回目の支部総会を来年3月12日に全線開業する九州
新幹線、鹿児島ルートの終着駅になる鹿児島中央駅近くの「薩摩・黒豚百寛」で開
催しました。
　あいにく当日は本部の臨時幹事会が開催されるとのことで、会長、副会長にはご
出席いただけませんでしたが、宮本芳文幹事、小畑京治（大分県）、栗原雄治（長
崎県）、石松雅博（福岡県）の各支部長、鹿児島県支部の会員11名が参加して開催
しました。本部での代議員会、支部長会、九州支部との連携を深めるため沖縄、長
崎、大分県支部へ参加したこと、支部役員会を開催したことなどの活動報告、21
年度の会計報告と監査報告が承認され、任期満了となる役員改選では現役員が
そのまま再任されました。
　その後は九州各地の焼酎と黒豚料理などで懇親会は盛り上がり、来年の再会
を約束しながら二次会へと懇親の輪は続きました。　　（支部長　有馬順一郎）

大阪北河内支部 9．12 若狭小浜・蘇洞門ツアー 鹿児島県支部 11．20 薩摩・黒豚百寛

12.4 ウオミサキホテル



中国校友会 12．26 天津理工大学

　平成23年1月22日（土）、第7回沖縄県支部総会を開催致しました。
　本部から梅木副会長、中井幹事、ＩＴ部宮本幹事、栗原長崎支部長に出席頂き、
沖縄支部会会員が9名出席、参加予定の仲村氏がインフルエンザで、また米須氏
が仕事の都合で残念ながら欠席でした。総会の前に、ＩＴ部宮本幹事より約30分
の説明の後、総会を開催、司会予定の米須氏が欠席のため急きょ具志川氏にお願
いし無事に総会も開催しました。今回の総会の1つの大きなテーマに役員改正が
あり、結果として、ＩＴ部を新設し（岸　博美）、事務局（具志川　光彦）に、後の役
員は残留と満場一致の賛同の上決定しました。
　総会終了後、懇親会に移り、遅れながら参加してくれた、大城氏も加わり賑やか
なひとときを皆さん満喫されたと思います。
　また来年はもっと多くの会員の参加を呼びかけたいと思います。

（支部長　吉田　晋）

　2010年12月26日、美内会長と喜多見副学長と中井幹事ご出席のもと第2回
中国校友会支部総会を天津理工大学にて開催いたしました。
　総会は、美内会長の挨拶で始まり、校友会活動にさまざまなご支援をいただい
た天津理工大学国際工商学院李院長からのメッセージに続き、何前支部長から
2008年10月以来の事業報告を行いました。その後、来年度支部活動の計画とIT
化に伴う会員の情報収集などが順調に進みました。来年度は、中国校友会の事務
所は引き続き天津理工大学国際工商学院に構えながら、中国各地へ校友を訪問
し、定期的に役員会を開き、校友の輪をさらに広げたいと考えています。
　支部総会終了後の懇親会におきましては、始終和やかな雰囲気の中で、校友の
方々と親睦を深め楽しいひとときを過ごしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（支部長　曹　昱亮）

　第9回支部総会を、本部から美内会長はじめ近隣支部からも多数のご臨席を賜り、
開催いたしました。総会直前に柴原支部長が体調不良にて入院され、役員一同不安
の中、校友会本部ならびに近隣支部のご協力により、無事総会を開催出来ました。今
回は当初予定しておりました2月6日の予定を近畿地区賀詞交換と同時開催すること
により一ヶ月早く開催することになり皆様に多大なご迷惑をおかけ致しました。
　総会では、平成22年度事業報告ならびに、会計報告、会計監査報告が行われ、支
部長代行として服部嘉雄氏（Ｓ53交機）を選出し、無事終了致しました。第二部は、
近畿地区賀詞交換会・支部懇親会を同一会場にて行ない、参加者全員が食事、談議
をしながらの和気あいあいとした雰囲気の中で時間を過ごすことができました。来
年度は、通常の2月に開催する予定でおります。
　より多くの会員の皆様が参加され本年以上に、良き時間が過ごせることを楽しみ
にしております。                                               　　 （支部事務局　久保純治）

滋賀県支部 1.9 琵琶湖ホテル

沖縄県支部 1.22 ビーチタワーホテル
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支部総会・開催予定
平成23年

平成24年

※開催日未定：大阪中・南河内支部、福井県支部、北海道支部、関東支部、埼玉県支部、静岡県支部

  4月24日(日)
  5月  7日(土)
  6月  5日(日)
  6月11日(土)
  6月11日(土)
  6月19日(日)
  6月   (予定)
  6月   (予定)
  7月 3日(日)　
  7月  9日(土)
  7月  9日(土)
  8月27日(土)
  8月   (予定)
  9月  3日(土)
  9月10日(土)
  9月   (予定)
  9月   (予定)
10月  2日(日)
10月15日(土)
11月19日(土)
12月11日(日)

  1月28日(土)
  1月   (予定)
  1月   (予定)
  2月  8日(水)
  2月    (予定)
  3月    (予定)

徳島県支部
大阪泉州支部
富山県支部
長崎県支部
兵庫県北支部
兵庫県西支部
広島県支部
大阪市支部
兵庫県東支部
新潟県支部
愛媛県支部
兵庫県南支部
鳥取県支部
香川県支部
京都府支部
岡山県支部
大分県支部
宮崎県支部
福岡県支部
鹿児島県支部
大阪北河内支部

沖縄県支部
高知県支部
大学支部
日産大阪支部
滋賀県支部
三重県支部
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バレーボール部が4季ぶり
7度目の1部リーグ制覇

アメリカンフットボール部
○関西学生リーグ DivⅠ-Ⅱ入替戦（12/12 王子スタジアム）：12-17 同志社大学　
※1部昇格ならず

アーチェリー部
○阪奈フィールド大会 (11/23 奈良県浅古アーチェリー場 ) 準優勝：1 回目 144 点・
2回目 160 点 / 合計 304 点 松井聡之 ( 情報システム 3回 )、7 位：1回目 147 点・
2回目 136点 /合計 283点 竹中貴浩 ( 流通 3回 )

空手道部
○全日本大学選手権大会 (11/21 日本武道館 )【男子団体】1回戦敗退 :2-3 国武大【女
子団体】3回戦敗退 :0-3 九産大、2回戦 :2-1 東洋大、1回戦 :3-0 山学大

巍桜流拳法部
○全日本結果：2回戦敗退：則定一成 ( 経済 3回 )、1回戦敗退：上部康佑 ( 生活 3回 )、
日野智章 ( 都市 4回 )

弓道部
○関西女子学生リーグ戦入替戦 (11/7 神戸大学弓道場 )：45-27 大教大　※5部昇格

剣道部
○関西学生優勝大会･女子学生大会（9/12大阪市中央体育館）【男子】2回戦敗退3-3(代
勝 ) 佛教大、1回戦 4－1京工繊【女子】2回戦敗退 :0-1 甲南大、1回戦 3－0和歌山大

ゴルフ部
○関西男子学生会長杯大会（11/4～6大甲賀カントリークラブ）30位タイ : 松田聖也
( 経済 2回 )

硬式庭球部
○全日本学生選手権 (8/26～9/5 有明の森公園 )【女子シングルス】ベスト32：楳田
舞 ( スポ健 3 回 )・ベスト 64：早瀬楓 ( 文化１回 )○関西学生チャレンジトーナメン
ト（10/30～11/11各大学コート）【女子ダブルス】優勝:横山菜里(文化1回)･早瀬組、
ベスト 16: 中野莉緒 ( 経営 2 回 )･朴イエジン ( 流通 2 回 ) 組、ベスト 32: 山口藍 ( ス
ポ健 2回 )･柳瀬洋子 ( 流通 2回 ) 組、【女子シングル】ベスト16：横山、ベスト32: 山
口･朴･中野○全日本学生室内選手権大会（12/5～12/12 江坂センター）【女子シング
ル】予選準決勝敗退：楳田

硬式野球部
○阪神大学秋季リーグ戦（8/28～10/24 万博記念公園球場他）1部 4位：5勝 8敗
1 分 ( 勝ち点 2)3-3.4-3.1-6.2-1 天理大、1-4.1-0.0-3 関国大、0-1.1-6 関外大、
3-5.3-12 大体大、3-0.2-7.12-2 帝塚大

サッカー部
○関西学生リーグ ( 後期 )（9/25～11/28 太陽が丘陸上競技場）１部 10位：2勝 6
敗 3分 ( 勝点 9)【1-6 阪南大、0-5 関大、3-4 立命大、2-2 桃学大、0-2 大院大、1-6 同大、
0-2 関学大、4-4 びわこ大、1-1 近大、1-0 関国大、1-0 甲南大】、年間順位1部 10位
/12校 5勝 13敗 4分（勝点19）※入替戦へ○1-2 部入替戦 (12/11 長居公園第二運
動球技場 )：2-1 京産大 (2 部 3位 )※1部残留

自動車部
○SL 全国大会 TOYOTA カートミーティング (11/4～7つま恋サーキット ) ファイ
ナル8位・予選3位・公式予選3位 /出走数 19台：三浦愛 ( 機械 3回 )○全日本学
生ジムカーナ選手権大会 (8/～29鈴鹿サーキット南コース )【スラローム競技第2種

( ジムカーナ )】【予選】総合順位：29位 /35校【決勝】総合順位25位 /34校

柔道部
○全日本学生体重別優勝大会（10/30～31尼崎市記念公園総合体育館）【団体戦】1回
戦 0-2 愛知大○講道館杯全日本体重別選手権大会（11/20 千葉ポートアリーナ）
ー66kg 級･1回戦敗退 : 近藤光太郎 ( 流通 3回 )

少林寺拳法部
○全日本学生大会(11/7日本武道館)三段の部8位:田淵貴寛(環境4回)‒矢野陽祐(経
済 4回 ) 組、三人掛の部12位 : 森田賢吾 ( 交機 4回 )‒貫代阿友美 ( 経済 3回 )‒田淵雅
敏 (スポ健1回 )組、単独有段の部6位 :松本尚也 (環境2回 )、二段組演武の部12位 :
真鍋佑輔(経営3回)‒江口祐輔(機械3回)組、段外演武の部2位:山本朋幸(経済1回)
‒大角佳 ( 経済 1回 ) 組

体操同志会
○全日本トランポリン競技選手権大会（12/4～5沖縄県総合運動公園）【予選】個人17
位 /87: 浅見大和 ( スポ健 1回 )、シンクロ7位 /39: 浅見･成田 ( 夢クラブ ) 組【決勝】
シンクロ10位 /10: 浅見･成田組

テコンドー部
○金剛学園オープン選手権 (11/14金剛学園 )【一般男子初級】[ー 87kg 級 ] 準優勝 :
筒井公平 ( 文化１回 )【一般男子初級】[ー 58kg 級 ] 準優勝 : 千葉晃裕 ( 経済１回 )【一
般男子上級】[ー 58kg 級 ] 3 位 : 大橋和真 ( 機械 2回 )

日本拳法部
○全日本総合拳法個人選手権大会（9/19大阪市中央体育館）1回戦敗退 : 有重亘 ( 機械
3回 )○全日本拳法個人選手権大会（10/24名古屋市枇杷島スポーツセンター）2回戦
敗退 : 有重、1回戦敗退 : 丸山裕太郎 ( 経済 4回 )

バスケットボール部
［男子］○関西学生リーグ入替戦（11/3～11/6 五月山体育館他）48-61.56-70 近畿大
※2部降格

バドミントン部
○関西学生新人戦 (11/22～11/30 大阪市中央体育館 )【女子シングルス B】ベスト
8：中野宏美 ( スポ健２回 )

バレーボール部
○関西大学選手権大会（11/13～11/14 各大学体育館）3位【トーナメント】2回戦
0-2 大商大 1回戦 2-0 立命大【予選ブロック】2-0 びわ大、2-0 関西大○全日本大学男
女選手権大会（12/2～12/5 東京体育館他）ベスト16【決勝トーナメント】3回戦 1-3
早大、2回戦 3-0 天理大、1回戦 3-1 日大【予選リーグ】3-0 上智大

ラグビー部
○関西大学Ｂリーグ（9/19～11/28 鶴見緑地球技場・運動場）優勝・9勝：38-7 関
西大、45-26 龍谷大、82-7 花園大、88-0 帝塚大、61-13 甲南大、136-8 京都大、76-13
大教大、149-5 神戸大、126-7 大市大※入替戦出場決定○Ａ-Ｂリーグ入替戦 (12/11
宝ヶ池運動球技場 )12-17 摂南大 (Ａリーグ 8位 )※Ａリーグ昇格ならず

陸上競技部
○日本学生対校選手権大会 (9/10～12 国立競技場 ) やり投げ：11 位 /26 人・65ｍ
54村田英俊 ( 経営 4回 )

文化会
内燃機関研究部
○第 30 回本田宗一郎杯 Honda エコノパワー燃費競技全国大会 (10/9～10 ツイン
リンクもてぎ ) グループⅢ( 大学クラス ):Advanced Force-¢:101 機中 58 位途中
リタイア

演劇部
○市民劇団「えん」への公演サポート（11/13　大東市総合文化センター）役者としてで
はなく、裏方仕事をこなし、成功へ貢献した。演目『とんとんとんからりっと となりぐ
み』観客約200名

軽音楽部
○後期ジョイントコンサート（11/21神戸･三ノ宮マージービート）大電通大･流科大･
神女院大と共に後期ジョイントコンサート開催

吹奏楽部
○校友会設立40周年記念式典 (10/31 シェラトン都ホテル大阪 )【演奏曲目】「明日が
あるさ」・「茶色の小びん」「校歌」以上3曲

創作文学研究部
○部誌【PANDORABOX Vol.24】の編集・発行

テクノフリーク部
○ロボファイト 12(11/6 大阪南港ATC) 40 台出場 ( 大産大からは 6台出場 ) 小型機
部門：ベスト8：リスターヴァ、２on２部門：「アステリズム」が優勝○野崎フェスタ
(11/23 野崎青少年教育センター ) 野崎駅周辺の地域との交流を目的とした、体験操縦
やロボットショーを開催○関西電力ふれあいフェスタ 2010(11/13 三井アウトレッ
ト大阪鶴見 ) 体験操縦やロボットショーを開催

鉄道研究部
○ふれあい商工まつり (11/7 四条畷市総合センター ) ジオラマ模型等の展示

　関西大学バレーボール連盟1部リーグ戦の決勝リーグ3試合目が10月
24日、龍谷大で行われ、体育会バレーボール部は8勝1敗で並ぶ大阪
商業大をセットカウント3－1で破り、4季ぶり7度目の優勝を果たしました。

体育会
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アンケートにご協力いただき、有難うございました。凡友66号（平
成16年）で実施してから6年が経過しましたが、当時から比べます
とインターネットの環境も整い、電子メールやWEB閲覧など、パソ
コンだけではなく携帯電話等の端末機器でも利用されるようになっ
てまいりました。このような中で、前号でお知らせしました「大阪
産業大学校友会新ホームページ」も順調に稼働し、校友会員の皆
さまに最新の情報をお届けできるようになりました。これに伴い凡
友の編集方針も変わってまいりますが、平成25年度までは従来通
りの発行回数で「凡友」をお届けいたします。
　今回のアンケートは、凡友発送部数60,000部に対し、735通
の回答を頂きました。返信率1.2％と前回の2.5％を下回ってしま
いましたが、貴重なご意見を多く頂き、今後の校友会活動、また
編集部として参考にさせていただきます。
　返信された回答を見ますと、総卒業生（項目は学部、卒業生数、

パーセント）とほぼ同じ割合で返信されています。また年齢を見ま
すと、50歳代以上の方の割合が多いことが解ります。（数値％は
母数735名に対してのものです）
　また、新ホームページにつきまして、今までご覧になられなかっ
た方も、新ホームページは閲覧したいとの回答を頂きました。特に
50歳代の方にこの傾向が強いことが解りました。
　凡友につきましては、現在の編集内容について、複数解答では
ありますが大学に関する情報を希望されていることが解ります。ま
た、ホームページが充実すれば配布も不要とのご意見を頂いてお
りますが、この割合は前回（平成16年）とほぼ同じ割合となってお
りました。これらのご意見も踏まえて今後の会報のあり方について
検討させて頂きます。
　凡友、新ホームページをご覧になられたご意見等ございましたら、
校友会事務室までご連絡ください。

　昨年の学園創立記念日（平成22年11月1日）にリニューアルを致しましたホームページ（ＨＰ）をご覧いただけま

したでしょうか？ 

　さて、現在のＨＰは左図のような構成になっており、トップページの大部分は、事務局と各支部の行事案内と報告

記事の見出しとなっています。ここでは、最新の記事見出しが上位になるよう表示されており、知りたい見出しをクリッ

クしていただくと、記事の内容を素早くご覧いただくことができます。（図中の①～③）

　また、④～⑧のボタン（タブ）では、ご覧になりたい項目のページに簡単に切り換えられるようになっています。例

えば、「凡友」をご覧になりたいときは、⑦のタブをクリックしていただくと最新の目次と表紙画像に加え、バックナン

バーの小さい表紙画像が現れますので、ご覧になりたい凡友の表紙画像をクリックしていただくと凡友の内容が表

示されます。

　⑨のブロックでは、事務局、代議員会、幹事会、そして各部門への入口となっており、活動状況や議論の項目を

ご覧いただけるようになっています。また、ここで議事録を公開することも幹事会で検討しています。

　⑩のブロックは、支部への入口、凡友記事への入口、住所変更等の届け出、ＯＢ紹介の入口、現役紹介の入口と

なるボタンを配置しています。

　まだまだ発展途上という段階ですが、今後は内容を充実させるよう頑張って参りますので、新しい情報や貴重な

情報がございましたら、⑧のボタンをクリックしてご連絡いただければ幸いです。

　　（ＩＴ部　福井義員）

「凡友７９号アンケート結果」
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学園だより
23％

活躍ぶり
拝見
21％

閲覧したい
73％

その他
5％

興味が無い
18％

記述なし
1％

その他
3％

配布不要
33％

従来通り
63％

60以上
25％

50-59
34％

30-39
15％

40-49
19％

経営学部
23,013
（29％）

経済学部
9,334（12％）

工学部
29,643
（38％）

短期大学部
13,610（17％）

短期大学部
16％

大学院
1,846（2％）

大学院1％
記述なし0％

総卒業生数（学部別） 年齢

凡友配布について

新ホームページについて

凡友の興味のある記事について（複数回答）卒業学部

経営学部
30％

人間環境学部
1％

工学部
46％

経済学部
6％

お知らせ
11％

40-49
19％

1 9

10

4 5 6 7 8

2

3



受験適齢期の子女がおられる校友会会員のみなさまへ受験適齢期の子女がおられる校友会会員のみなさまへ
子女には受験・入学の優遇制度があります。大いに活用をおすすめします。

1.受験料免除（すべての入試に適用されます。）

平成24年度入試（平成23年11月～平成24年3月）の詳しい内容が決まるのは5月の予定です。

参考）平成23年度入試の内容は下記の通りでした。

校友会長が発行した書面を願書に添付する。 次の各項に該当する者
①本学への入学を特に希望する者
②本学の卒業生の子女（子女とは、孫、子または兄弟姉妹）
③高等学校を平成23年3月卒業見込みの者
④高等学校調査書の全体評定平均値が「3.0」以上の者

※摘要回数に制限はありません。

2.卒業生子女特別入学試験
（1）募集定員と結果

（2）出願資格

小論文と面接
（3）選考方法

受験料（大学35,000円・短大30,000円）の還付と入学祝金
（100,000円）を贈ります。

（4）校友会からの特典

●校友会事務室までお問い合わせください。
フリーダイヤル 0120-84-3040
　　　　 FAX  072-875-0398

※子女入試、受験料免除特典を申請の際は、願書提出前に、必ず校友会事務室にご連絡ください。

平成23年度　校友会スケジュール

学 部 学 科 定 員 受 験 者 合 格 者

人 間 環 境 学 部

経 営 学 部

経 済 学 部

工 学 部

短 期 大 学 部

文化コミュニケーション学科
生 活 環 境 学 科
経 営 学 科
商 学 科
経 済 学 科・国 際 経 済 学 科
機 械 工 学 科
交 通 機 械 工 学 科
都 市 創 造 工 学 科
電 子 情 報 通 信 工 学 科
情 報 シ ス テ ム 工 学 科
建 築・環 境 デ ザ イン 学 科
自 動 車 工 学 科

5
5
5
5
6
2
2
2
2
2
2
2
40

0
1
1
2
1
0
1
0
0
0
1
0
7

0
1
1
2
1
0
1
0
0
0
1
0
7総 合 計

    4月  2日(土）　入学宣誓式

　　　23日(土）　第1回幹事会

         23日(土）　平成22年度会計監査

　　　24日(日）　徳島県支部総会

    5月  7日(土）　大阪泉州支部総会

　　　14日(土）　第2回幹事会

　　　28日(土）　第68回代議員会

　      28日(土）　第25回支部長懇談会

    6月  5日(日）　富山県支部総会

　　　11日(土）　長崎県支部総会

　　　11日(土）　兵庫県北支部総会

　　　18日(土）　第3回幹事会

　　　19日(日）　兵庫県西支部総会

 　　　  （予定）　広島県支部総会

            （予定）　大阪市支部総会

　7月  3日（日）　兵庫県東支部総会

           9日(土）　新潟県支部総会

　  　　9日(土）　愛媛県支部総会

　　　23日(土）　第4回幹事会

    8月27日(土）　兵庫県南支部総会

　　　　（予定）　鳥取県支部総会

    9月  3日(土）　香川県支部

　　   10日(土）　京都府支部総会

平成23年

平成24年

※支部総会開催日未定：大阪中・南河内支部、福井県支部、北海道支部、関東支部、埼玉県支部、静岡県支部

            （予定）　岡山県支部総会

            （予定）　大分県支部総会

                        第22回ゴルフ大会

　　　17日(土）　第5回幹事会

　　　24日(土）　9月期学位授与・卒業式

  10月  2日(日）　宮崎県支部総会

　　　15日(土）　福岡県支部総会

         22日(土）　第6回幹事会

　  11月  4日（金）～6日（日）　

　　　　　　　　　大学祭・ホームカミングデー

         19日(土）　鹿児島県支部総会

  12月  3日(土）　第7回幹事会

         11日(日）　大阪北河内支部総会

　 

    1月  7日(土）　第8回幹事会

            28(土）   沖縄県支部総会

            （予定）　高知県支部総会

　　　　（予定）　大学支部総会

    2月  4日(土）　第9回幹事会

　　　  8日(水）　日産大阪支部総会

            （予定）　滋賀県支部総会

    3月10日(土）　第10回幹事会

                        学位授与・卒業式

            （予定）　三重県支部総会

平成２２年
16日（土） 運営部会（校友会事務室）
23日（土） 運営部会（校友会事務室）
23日（土） 幹事会（大学16号館3階会議室）
26日（火） 学園・大学との懇談会（北瑞苑）
30日（土） 代議員会･支部長懇談会（大学16号館6階）
31日（日） 設立40周年記念事業式典・総会・懇親パーティ

（シェラトン都ホテル大阪）
20日（土） 鹿児島支部総会(薩摩・黒豚百寛）
20日（土） 運営部会（大学16号館3階会議室）
20日（土） 編集部会（校友会事務室）
20日（土） 支部推進部（校友会事務室）
20日（土） 臨時幹事会（大学16号館3階会議室）
28日（日） 埼玉県支部総会(和牛懐石 彩々亭）
4日（土） IT部会（OMMビル）
4日（土） 幹事会（東天紅）
4日（土） 静岡県支部総会（ウオミサキホテル）
8日（水） 編集部会（校友会事務室）
25日（土） 運営部会（梅田サテライト）
26日（日） 中国支部総会（天津理工大学）

平成２３年
8日（土） 幹事会（大学16号館3階会議室）
9日（日） 滋賀県支部総会（琵琶湖ホテル）
22日（土） 沖縄県支部総会（ビーチタワーホテル）
29日（土） 大学支部総会（東天紅）

5日（土）

運営部会（梅田サテライトキャンパス）5日（土）

幹事会（梅田サテライトキャンパス）
8日（火） 編集部会（校友会事務室）
9日（水） 日産大阪支部総会（ブラスリーライオンツインビル店）
19日（土） 代議員会（ユニトピアささやま）
20日（日） 支部長会（ユニトピアささやま）

23日（水） 産大高同窓会との懇親会（すたんど割烹日本）
2日（水） 編集部会（校友会事務室）

21日（月） 編集部会（校友会事務室）

幹事会（ANAクラウンプラザホテル大阪）
6日（日）
12日（土）

関東支部総会（芝弥生会館）

校友会活動報告（H22.10.16～H23.3.12）  
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大阪産業大学校友会会報 「凡友」80号

卒業生数 79,163名

重複卒業生数 　　1,927名

会員数 77,236名

物故者数 608名

住所不明者数 19,293名

連絡可能会員数 57,335名

●

●

●

●

●

●

会員データ
（平成23年2月1日現在）

会員データ

前号（凡友79号）P19「お悔やみ」の項で、誤りがありました。

関係者・読者の皆様にお詫び申し上げますとともに、下記の通り訂正いたします。

　誤　「荻野久人」　→　正　「荻原久人」

お 悔 や み 以下の方がお亡くなりになりました。
心からご冥福をお祈りいたします。

山 田
小 西
稲 山
辻
吉 田
並 川
斉 藤
水 野
森 沢
大 下
平 井
大 谷
松 川
弓 場
清 水
横 田
高 畑
谷 川
峯 松
山 口
小 澤
三 浦
長 友
海 野

（S26交短運）
（S28交短運）
（S30交短運）
（S41交短自）
（S45経営）
（S45土木）
（S46土木）
（Ｓ48経営）
（S49土木）
（S56経営）
（S56経営）
（S56短自）
（S57機械Ⅱ）
（S59短自）
（S60短自）
（H元経済）
（H2経営）
（H6経営）
(H6環境)
(H10流通)
(H14国際)
(H16経済)
(S56交機)
(S38交短自)　　

旧姓（山口）

旧姓（河尻）

ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去

（平成23年1月31日現在）

恵 治
文 夫
美 輝
尚 武
天 英
道 男
雅 文
佳 久
修 三
利 之
 修
秀 樹
亘 雄
啓 次
敏 之
孝 治
 勝
 清
幸 恵
浩 平
昌 平
 篤
壮一郎
邦 英

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

【お詫びと訂正】

ゴルフ大会参加者募集

大学祭「阪駒祭」
開催日のお知らせ

2011年

11月4日（金）～6日（日）

産大名物「校友会テント」

今年の「阪駒祭」は、上記の日程で開催されます。

　恒例のゴルフ大会は、今年も9月頃開催の予定です。
案内状ご希望の方は、校友会事務室へご連絡ください。
案内状ができ次第、送付いたします。

●案内状ご希望の方は、事務室まで●

　大学祭開催期間中、野外ステージ近くに「校友会
テント」を設置。飲み物や軽食を無料サービスします。
ご友人、ご家族連れでお越しくださいね！

　恒例の大学主催「ホームカミングデー」は、開催
日程が決まり次第、大学のホームページに掲載され
ます。お楽しみに！

3日間

校友会懇親パーティの
開催について
　これまで大学やホテルで毎年開催してきまし

た「校友会懇親パーティ」ですが、今後は「周年

記念懇親パーティ」として5年または10年毎に

開催することになります。楽しみにされていた

会員の皆様にはご理解をいただきますようお願

い申し上げます。なお、ホームカミングデーの

懇親会は大学と校友会で共催する予定です。

今号の凡友は、校友会設立40周年記念式典特集号とし

て企画してまいりました。しかし、現役員任期の最終年を

むかえ、校友会会則改正および次期校友会役員選出と、これに関わる代議員会

の報告を充実させることを優先したため、皆様に好評をいただいている「校友の

活躍ぶり拝見」は今号のみ、お休みとさせていただきました。次号には新たに紹

介いたしますので、これはという方がおられましたら校友会事務室までご紹介く

ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集部　宮井義裕
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岡 山 県 支 部

香 川 県 支 部

大 学 支 部

愛 媛 県 支 部

吹 田 支 部

大 分 県 支 部

兵庫県西支部

大阪日産モーター支部

高 知 県 支 部

大阪北河内支部

奈 良 県 支 部

和歌山県支部

大阪中・南河内支部

長 崎 県 支 部

三 重 県 支 部

関 東 支 部

新 潟 県 支 部

福 井 県 支 部

鳥 取 県 支 部

広 島 県 支 部

大 阪 市 支 部

鹿児島県支部

北 海 道 支 部

日産大阪支部

福 岡 県 支 部

兵庫県南支部

宮 崎 県 支 部

徳 島 県 支 部

埼 玉 県 支 部

兵庫県北支部

京 都 府 支 部

大阪泉州支部

台 湾 校 友 会

韓国総同門会

滋 賀 県 支 部

兵庫県東支部

沖 縄 県 支 部

静 岡 県 支 部

中 国 校 友 会

富 山 県 支 部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

堀野　宏樹

長田　恒久

上田　博之

名越　弘和

小畑　京治

伊藤　茂男

濱崎　　勲

三浦　政治

森田富士男

山西　義彦

松田　　始

栗原　雄治

森河　孝弘

井上　静也

内山　義雄

早瀬　俊雄

前田　忠雄

重見　　定

川上　清治

有馬順一郎

浜田　修平

鮫島　好徳

石松　雅博

赤田　　護

三浦　剛次

津川　　茂

鈴木規久男

岸本　隆男

西村　新一

林田　慶弘

魏　　敏智

崔　　範一

柴原　延行

山田　卓雄

吉田　　晋

蜂須賀廣志

曹　　　 亮

針原　英喜

jimukyoku@osu-okayama.net

jimukyoku@osu-kagawa.net

jimukyoku@osu-daigaku.net

jimukyoku@osu-ehime.net

jimukyoku@osu-ooita.net

jimukyoku@osu-hyogonishi.net

jimukyoku@osu-kochi.net

jimukyoku@osu-kitakawachi.net

jimukyoku@osu-nara.net

jimukyoku@osu-wakayama.net

jimukyoku@osu-nakakawachi.net

jimukyoku@osu-nagasaki.net

jimukyoku@osu-mie.net

jimukyoku@osu-kanto.net

jimukyoku@osu-niigata.net

jimukyoku@osu-fukui.net

jimukyoku@osu-tottori.net

jimukyoku@osu-hiroshima.net

jimukyoku@osu-osaka.net

jimukyoku@osu-kagoshima.net

jimukyoku@osu-hokkaido.net

jimukyoku@osu-nissan.net

jimukyoku@osu-fukuoka.net

jimukyoku@osu-hyogominami.net

jimukyoku@osu-miyazaki.net

jimukyoku@osu-tokushima.net

jimukyoku@osu-saitama.net

jimukyoku@osu-hyogokita.net

jimukyoku@osu-kyoto.net

jimukyoku@osu-senshu.net

jimukyoku@osu-taiwan.net

jimukyoku@osu-korea.net

jimukyoku@osu-shiga.net

jimukyoku@osu-hyogohigashi.net

jimukyoku@osu-okinawa.net

jimukyoku@osu-shizuoka.net

jimukyoku@osu-china.net

jimukyoku@osu-toyama.net

TEL.086-275-4364

TEL.0875-56-6157　大久保一志

TEL.072-875-3001　大阪産業大学内　

TEL.089-966-6184　渡辺計

TEL.097-593-1606　姫野一彦

TEL.0792-92-4164　（株）イトデンエンジニアリング内

TEL.0887-54-5215

TEL.072-884-4583

TEL.0742-24-5903

TEL.073-487-3356

TEL.06-6746-0014　今村彰隆

TEL.095-838-2063　（有）平尾ダンボール

TEL.0599-55-3617

FAX.045-941-5202

TEL.0258-82-1212

TEL.0770-27-1610

TEL.0859-26-1803　田村謙介

TEL.0826-46-7011

TEL.06-6652-5675　高見新一

TEL.099-256-7403　山本誠也

TEL.0138-57-9126

TEL.06-6659-0835

TEL.092-681-1295

TEL.078-907-6063　西山均

TEL.0982-50-1200　(有)あんしん保険企画

TEL.088-687-0136　芝野光

TEL.042-958-2854　高橋正秋

TEL.0796-55-0997　柴田巧

TEL.075-761-2366　（株）川端自動車工業所内　大石忠

TEL.072-227-1351　高野悦治

TEL.886-22-235-7835

TEL.82-2-2202-6220　洪義晶

TEL.0748-62-8561

TEL.0798-67-6675　黒川俊広

TEL.098-939-3212　岸博美

TEL.054-629-0400　リードシステム（株）　亀沢隆

TEL.13902077007　

TEL.0765-54-1377　朝倉秀芳

（日産系再編により、平成22年2月10日 日産大阪支部に統合）

平成23年2月1日現在

会員総数77,236名
（平成23年2月1日現在）

第80号

（北摂支部に改組検討中）


